
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２８年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

・人文科学部･教育学部･経営学部1
年次生対象にキャリアガイダンス
を4月に1回実施し参加者は219人。
2年次生対象のキャリアガイダンス
は4月に人文科学部･教育学部･経営
学部向けに4月に実施し参加者は93
人。また、1月に人文科学部・教育
学部向けに実施し参加者70人、2月
に経営学部向けに実施し参加者80
人。ガイダンスの実施については
目標を達成できたが、学生の動員
数は少なかった。学生の空き時間
がなく全員対象のガイダンスの計
画が年々困難になっており、今後
は学部ごとの実施を検討しなけれ
ばならない。

△ △

・インターンシップの情報提供は
NPO法人WILが運営するキャンパス
ウェブを中心に行っている。説明
会への参加者は227人であったが、
キャンパスウェブでのインターン
シップ参加者は21人であった。こ
のプログラムは岡山市内の大学が
利用しており、年々希望者が増
え、希望する企業でのインターン
シップが困難になっている。キャ
リアセンターでは、情報サイトや
企業からのインターンシップ情報
を掲示及びメールにて配信してい
るが、学生の参加状況は少ないた
め、次年度の課題である。

○ ○

部局名（学部又は事務部）： 　キャリアセンター

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

・学生の将来設計に有用なキャリア
教育・職業教育の実施。

・低年次（1・2年次）キャリアガイ
ダンスを年度内に複数回（2回以
上）実施する。
・インターンシップの情報提供およ
び支援を行う。



・「就活カフェ」は11月～1月に一
般就職希望者・幼保専門就職希望
者対象に延べ16日間実施した。相
談を受ける内定者は延べ44人、相
談者は延べ126人の参加であった。
「就職活動体験報告会」は一般就
職希望者対象に11月に実施し、報
告者6人、受講者80人であった。幼
保専門就職希望者対象には2月に実
施し報告者8人、受講者99人であっ
た。いずれも受講者には好評で
あった。
「教員採用試験合格者による体験
報告会」は各学科が実施した。

○ ○

・就職ガイダンスの出席率は、一
般就職希望者が3割で、前年比4%
増。幼保専門就職希望者が6割弱
で、増減なし。薬学は、5年次対象
が13%増で8割強、4年次対象が9割
で微減。
専門性の高い学科ほど参加率が高
い。
来年度は、さらに内容を吟味し、
ガイダンスも精査したい。

△ △

・キャリアセンターの利用者数
は、昨年度とほぼ同じであった。
月平均約800人、一日あたり平均43
人であるが、就職解禁後の4月は、
1ヶ月1,000人を超えることもあ
り、職員は多忙を極める。
キャリアセンターの利用満足度に
ついては、学生アンケートの結果
を集計する予定である。その結果
をもとに利用促進へのPR方法を検
討する。

△ △

・｢就活カフェ｣、「就職活動体験報
告会」、「教員採用試験合格者によ
る体験報告会」、｢卒業生と語る
会」などを開き就職活動への意識付
けを行う。
・各行事への参加者を前年度より
10%増を目標に告知を行うとともに
内容の見直しを行う。
・キャリアセンターの存在、利用方
法について周知を図るための方策を
検討するとともに学生からの要望を
聞く。

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。

・在学生から就職活動状況、卒業生
から現場の声を聞く機会の提供を行
う。
・有資格者（キャリアカウンセ
ラー）による進路支援、進路別就職
ガイダンスの充実を図る。
・キャリアセンターの利用者増に向
けて、周知を図る。


